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地球市民運動 
人　社会　自然　の相互依存を十分認識し 

すべての　いのち　を慈しみ　強く　優しく　豊かに　美しく育てる 

桜
の
季
節
も
疾
う
に
過
ぎ
去
り
、
早
、
六
月
も
下
旬
、
月

日
の
経
つ
速
さ
に
驚
か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
こ
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
も
始
ま
り
、
本
当
に
沢
山
の
皆
様
の
ご
協
力

と
ご
苦
労
の
賜
物
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
業
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
色
ん
な
国
々
と
の
交
流
、
協
力
、
そ
し
て
、
国
内
で

も
、
沖
縄
の
比
嘉
礼
子
様
、
高
知
の
森
沙
羅
様
他
の
ご
指
導
と

ご
協
力
に
よ
る
「
人
間
の
翼
」
石
丸
進
一
搭
乗
零
戦
復
元
機
魂

上
げ
式
・
入
魂
式
な
ら
び
に
戦
艦
大
和
戦
没
者
追
悼
式
、
夢
の

学
校
教
育
シ
リ
ー
ズ
「
い
の
ち
の
ま
つ
り
」
沖
縄
の
比
嘉
礼
子

先
生
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
目
か
ら
鱗
の
「
ヒ
ト
の
教
育

の
会
」
井
口
潔
感
性
塾(

師
範
塾)

シ
リ
ー
ズ
、（
特
活
）
地
球

市
民
の
会
総
会
、（
社
）
倫
理
研
究
所
か
ら
の
地
球
倫
理
推
進

賞
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞
祝
賀
会
、
等
を
執
り
行
わ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　
本
当
に
多
く
の
皆
さ
ん
、
先
生
方
か
ら
、
数
え
ら
れ
な
い
く

ら
い
の
教
え
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
そ
し
て
、
つ
い
に
、『
テ
ラ
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
』（
地
球
市
民

連
合
体
）
も
少
し
ず
つ
胎
動
を
始
め
ま
し
た
こ
と
を
、
ま
ず
最

初
に
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
地
球
市
民
運
動
の
規
範
で
あ
る
、
一
九
九
二
年
の

「
テ
ラ
ア
ピ
ー
ル
」
の
解
説
（
こ
れ
は
、
本
年
度
の
総
会
資
料

に
も
掲
載
し
て
お
り
ま
す
）
を
、
是
非
も
う
一
度
、
お
読
み
い

た
だ
き
、
今
年
度
以
降
の
皆
様
、
各
地
区
地
球
市
民
の
会
で
の

指
針
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

T
E
R
R
A
　
A
P
P
E
A
L
『
人
間
の
持
つ
べ
き
文
明
』

（
一
九
九
二
年
発
表
）
の
本
文
を
簡
単
に
解
説
し
、
私
た
ち
の

使
命
と
役
割
を
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
、「
カ
ッ
コ
イ
イ
元
気
人
間
」
に
な
り
ま
し
ょ
う
！

　「
体
・
徳
・
智
」
自
己
の
全
存
在
の
涵
養
を
通
し
、
曰
く
云

い
難
き
、
見
る
人
が
、
自
然
と
頭
を
垂
れ
る
が
如
き
、「
美
し

さ
、
品
位
と
高
き
志
」
を
求
め
、
人
に
G
e
n
k
e
e
！
を
与

え
ら
れ
る
人
間
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
物
や
金
、
点
数
、
地
位
や

名
誉
、
財
産
な
ど
の
小
さ
な
我
欲
を
捨
て
、
数
字
で
計
れ
な
い

も
の
、
お
金
な
ど
で
は
到
底
買
え
な
い
、
本
物
の
価
値
を
手
に

入
れ
ま
し
ょ
う
。

二
、「
知
性
を
深
く
、
賢
く
、
使
う
文
明
人
」
と
な
り
ま

し
ょ
う
！

　
知
性
は
両
刃
の
剣
、
知
性
と
い
う
荒
馬
を
乗
り
こ
な
せ
る
真

に
賢
い
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
人
類
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
生

存
と
生
長
の
た
め
、
他
の
国
の
人
々
、
全
て
の
い
の
ち
と
共
生

す
る
た
め
に
も
、
な
に
が
あ
っ
て
も
「
ガ
ハ
ハ
！
」
と
笑
い
飛

ば
し
、
自
分
の
力
を
思
う
存
分
発
揮
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

三
、
全
て
の
も
の
と
「
つ
な
が
っ
て
る
」
こ
と
を
自
覚
し

ま
し
ょ
う
！

　
自
分
を
越
え
た
高
き
も
の
、
大
い
な
る
も
の
を
畏
敬
し
、
こ

の
世
に
貴
重
な
生
を
受
け
、
自
ら
の
懸
命
の
努
力
に
よ
っ
て
生

き
通
す
べ
き
「
素
晴
ら
し
き
存
在
」
で
あ
る
こ
と
に
目
覚
め
、

時
間
と
空
間
を
貫
く
自
然
、「
全
て
の
い
の
ち
の
循
環
」
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。

四
、「
自
分
が
変
わ
れ
ば
、
世
界
が
変
わ
る
」
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
！

　
地
球
環
境
問
題
と
は
、
自
分
の
こ
こ
ろ
、
生
き
方
の
問
題
で

あ
り
、「
鏡
」
で
あ
り
ま
す
。
人
間
の
本
性
、
根
っ
こ
は
善
そ

の
も
の
、
自
分
の
内
外
の
”危
機
的
状
況
“
を
省
み
、「
当
た
り

前
」
の
感
謝
生
活
に
変
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

五
、「
誠
の
大
欲
」
を
持
つ
人
間
と
な
り
ま
し
ょ
う
！

　
生
ま
れ
た
時
は
丸
裸
、
あ
っ
ち
へ
逝
く
時
も
無
一
物
。
一
人

で
は
、
決
し
て
生
き
て
は
行
け
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
父
母
、
ず

〜
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
無
数
の
ご
先
祖
様
た
ち
の
お
か
げ
で

す
。「
生
ま
れ
て
き
た
の
が
丸
儲
け
、
こ
こ
ま
で
来
た
の
が
丸

儲
け
、
こ
れ
か
ら
先
も
丸
儲
け
」、「
自
利
利
他
」、
思
い
や
り

の
心
で
家
庭
、
学
校
、
職
場
、

地
域
、
国
家
、
人
類
皆
さ
ん
に

恩
返
し
し
、
あ
る
が
ま
ま
の
文

明
と
平
和
に
貢
献
し
、
敬
愛
さ

れ
る
人
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　
さ
て
、「
経
済
力
上
が
り
て
、

人
間
力
弱
ま
り
、
権
利
栄
え
て
民
族
、
国
家
滅
す
」、
所
謂

”平
和
と
繁
栄
“
を
目
指
す
現
在
の
普
遍
的
な
物
質
文
明
追
求

の
世
の
中
で
、
新
年
度
も
私
た
ち
は
、
私
た
ち
の
運
動
の
中
に

お
い
て
、
自
分
自
身
の
使
命
と
役
割
を
、
更
に
深
く
、
自
覚
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
運
動
は
、「
世
界
の
平
和
と
親
善
・
地

域
社
会
の
発
展
向
上
」
の
た
め
の
時
間
と
空
間
を
超
え
た
、

”善
き
人
“
と
な
る
た
め
の
自
己
教
育
、
自
他
教
育
、
相
互
協

力
の
「
ヒ
ト
、
社
会
、
自
然
、
い
の
ち
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た

『
世
直
し
運
動
』
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
四
月
六
、
七
、
八
日
の
三
日
間
に
渡
っ
た
「
人

間
の
翼
」
石
丸
進
一
搭
乗
零
戦
復
元
機
魂
上
げ
式
・
入
魂
式
な

ら
び
に
戦
艦
大
和
戦
没
者
追
悼
式
（
四
月
七
日
は
戦
艦
大
和
が

撃
沈
さ
れ
た
日
で
す
）、
夢
の
学
校
教
育
シ
リ
ー
ズ
「
い
の
ち

の
ま
つ
り
」
比
嘉
礼
子
先
生
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
一
番

の
意
味
は
、
零
戦
と
戦
艦
大
和
と
い
う
、
最
も
日
本
人
ら
し
い

人
々
が
乗
り
組
み
、
日
本
を
守
っ
た
人
々
の
鎮
魂
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
方
々
の
念
い
が
解
き
放
た
れ
る
様
祈
り
を
捧
げ

た
こ
と
。

　
更
に
、
沖
縄
か
ら
、
比
嘉
礼
子
先
生
に
来
て
頂
い
て
、
こ
の

催
し
を
佐
賀
で
執
り
行
っ
た
こ
と
は
、
沖
縄
に
向
け
て
出
撃
し

て
行
っ
た
神
風
特
別
攻
撃
隊
の
零
戦
と
海
上
特
攻
の
戦
艦
大
和
、

こ
の
両
者
の
思
い
を
合
わ
せ
、
寿
ぎ
を
捧
げ
る
こ
と
と
な
り
、

大
東
亜
戦
争
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
止
ま
ら
ず
、
幕
末
維
新
の

戊
辰
戦
争
、
沖
縄
戦
、
中
国
大
陸
で
の
戦
い
他
に
も
及
び
、
さ

ら
に
、
広
島
、
長
崎
の
原
爆
の
惨
禍
に
倒
れ
た
人
々
の
念
い
が
、

佐
賀
の
地
で
、
全
て
の
戦
争
殉
難
者
の
自
覚
さ
れ
な
い
恨
み
、

つ
ら
み
そ
し
て
怒
り
な
ど
が
す
べ
て
吸
い
上
げ
ら
れ
、
解
き
放

た
れ
る
様
祈
り
の
誠
を
奉
げ
た
事
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
世
界
各
地
で
、
心
身
の
荒
廃
、

貧
困
、
食
糧
、
紛
争
、
戦
争
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
問
題
な
ど

で
、
困
窮
す
る
人
々
の
さ
さ
や
か
な
一
助
と
な
れ
る
様
、『
テ

ラ
ア
ピ
ー
ル
』
の
精
神
を
体
現
し
て
、
い
の
ち
を
尊
び
、
先
祖

へ
の
鎮
魂
、
感
謝
、
報
恩
、
そ
し
て
、
そ
の
方
々
の
念
い
を
引

き
継
ぎ
な
が
ら
、
人
間
の
真
の
姿
が
現
れ
、
み
ん
な
が
笑
顔
に

包
ま
れ
、
幸
せ
に
な
れ
る
運
動
を
願
い
、
祈
り
、
続
け
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（

平
成
十
九
年
六
月
十
九
日
　
古
賀
武
夫
）



 
 
 
 
 
　前回の本稿はニンニク銀行とその途中経過についての説明をした。今回はその結果について報告した
いと思う。 
　ポオー地区はニンニクの産地でミャンマー国内の流通の大きなシェアを占めている。輸出作物でもある。
収穫時は早いところで3月中旬から始まる。そして、収穫後乾燥させ大きさをそろえるという作業が終わ
った4月の下旬ごろに収穫量が確定してくる。 
　今年は4月下旬以降にかけて村を回り今年のニンニクの成果について聞き取り調査を行った。今年は
例年にない好天に恵まれてどの村も豊作で、明るい笑顔に包まれている。昨年が凶作だったので、喜びも
一入という感じである。 
　昨年のニンニクは悪かった。一昨年は播種（10～11月）が終わった12月までの間に大きな台風が3度
訪れ、日照不足が原因による発育不足が発生した。葉は黄色くなり、根は茶色く腐り、翌年の収穫は惨憺
たるものだった。通常1キロから6キロ取れるナウンカ地区では3キロ平均の収穫量だった。通常1キロか
ら8キロ程度取れるハムシー地区でも平均で4キロ程度の収穫で、播種量と収穫量が同じ、場合によっては
下回るという事例までがあった。生産販売価格で単位（1ビス＝約1.6キロ）あたり、通常500～700チャット
（50～70円）が2200チャット（220円）まで高騰したが、不作のため貧農にはその恩恵を浴するものはほと
んどおらず、中間流通業者のように数を集められる者や、大量生産が可能な富裕農にのみ、その利益が流入
した。 
　そのような状況のなかでも、1キロあたり平均5キロから6キロ生産できた畑もあった。それは、地球市民の会
のニンニク銀行によって、または、地球市民の会の研修を受け、当会の指導を実践した畑においてであった。それ
も収量においては例年よりも低い数値でしかないが、他の畑と比べればいい数値である。われわれが指導する循
環型農業の手法は「悪いときに著しく悪いという状態にはならない」という結果がでた。これは地域の農民に対し
て大きなインパクトを与えるものだった。その結果が、昨年のニンニクの播種前に地球市民の会が実施した「新しい
ニンニクの育て方」という研修への参加者の数に現れていた。定員15名募集に対して、30名の参加があったのだった。 
　その研修に参加した人が村に帰り他の村人に説明し、その話を聞いた村人が実践したというケースを、今回村を回っ
ていていくつか聞くことができた。ハムシーナウ村の女性・ドゥナンシュエもそうであった。ハムシーナウ村は前回の本稿で
説明したニンニク銀行のコミティメンバー（委員会メンバー）、クンティンマウンの村である。クンティンマウンは私に「村に私

が説明するやり方をする人がいないので自分がやった」と話していたが、実際は彼の教えたやり方でやっている村人もいたのだ
った。彼の努力も無駄ではなかった。このような追随者がいたことは我々にとっても嬉しいことであった。話がそれるが、マーケテ
ィングにおいて新商品がヒットするかどうかは、追随者の広がりにかかっている。先進的な人が最初に飛びつき、それに影響を受け
た人が追随して広がっていく。初期は先進者を如何に取り込んでいくかが重要であるが、その後は先進者の満足を如何にして追随者
に伝えるかが次の戦略となる。したがって、地球市民の会的ニンニク栽培が口コミで広がっていくことは、プロジェクトとして先行きに光
明を見ることができるのである。 
　さて、ドゥナンシュエである。今年で50歳近くになるであろう年齢の女性だ。村を歩きながら、地球市民の会のスタッフのクンミンテイン
が「この家は、地球市民の会のやり方をやっているおばちゃんの家です」といって我々を彼女の家に招きこんだ。作業場でニンニクの選別
をしていたドゥナンシュエは我々を見ると相好を崩して近寄りながら、今年のニンニクの成果について嬉しそうに話した。 
「地球市民の会が教えてくれたやり方でニンニクを作って本当に良かったよ。私のニン
ニクを見て、ほかの村の人がうらやましがっている。みんな、来年は私の真似をするって
さ。今年は旦那が私の言うことを聞いてくれなくてあまり手伝いをしなかったからこれぐ
らいだったけど、もし旦那が手伝ったらもっとたくさん取れてたよ。」 
　彼女の畑では1キロから8キロ収穫できたらしい。それは、ポオーの慣行農業と比べて
収量が多いのかというと、豊作の今年は平均でしかない。つまり化学肥料を使う昔のやり
方をしている畑と比べて良いというわけではないのだ。そこで、地球市民の会の指導する
循環型農業をしなくてもいいのではないかと質問した。そうすると彼女は「何を言ってい
るの、もう昔のやり方はできないよ」と言うのだ。その理由を続けて尋ねてみた。そうする
と、いくつかの良い点を挙げた。生育期間中の茎の太さや葉の濃さ、収量が同じでも重さ
が違う。ひとつずつの粒が大きい。化学肥料を使う量より半分しか肥料代がかかっていな
い。種の量も少なくてすんだ。「それになんて言っても、畑がだんだん良くなって、悪い年
でもそんなに悪くならないって言うじゃないか。今たくさんとるよりも、長く、ずっとできるほうが嬉しいよ」そういっておばちゃんは顔をくしゃく
しゃにして微笑んだ。その顔を見ながら、私の口からは「おばちゃん、ありがとう」という言葉が自然に出てきた。 
　TPAがミャンマー事業を始めて4年近くになろうとしている。そして我々の活動はいくつかの成果を生んでいるが、そのひとつをミャンマー
連邦南シャン州の小さな村ハムシーナウ村のおばちゃんが話してくれた中にも見ることができると思う。この成果は決して華々しい話ではな
いが、しっかりとその土地に根付き、確実に広がっていくだろう予兆を感じさせてくれるもので、地球市民の会らしい成果だと思う。 
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
地
球
市
民
の
会
第

六
回
通
常
総
会
が
平
成
十
九
年
五
月
二
十
日

（
日
）
に
佐
賀
市
ア
イ
ス
ク
エ
ア
五
階
大
会

議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
（
通
常
総
会
）

　
司
会
者
、
成
尾
雅
貴
（
地
球
市
民
の
会
理

事
）
が
開
会
を
宣
し
、
会
長
古
賀
武
夫
の
挨

拶
の
後
、
来
賓
の
衆
議
院
議
員
の
今
村
雅
弘

様
、
原
口
一
博
様
、
福
岡
資
麿
様
、
お
よ
び

大
串
博
志
様
か
ら
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
佐

賀
市
長
の
秀
島
敏
之
様
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
佐
賀
市
総
務
部
柳
川
和
正
様
に
代
読
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
衆
議
院
議
員
保

利
耕
輔
様
の
祝
電
披
露
の
後
議
事
に
移
り
ま

し
た
。

　
平
成
十
八
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、

監
査
報
告
、
お
よ
び
平
成
十
九
年
度
の
事
業

計
画
案
、
予
算
案
、
更
に
今
回
の
総
会
で
は

役
員
改
選
の
提
案
が
な
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

第
二
部
（
活
動
報
告
・
講
演
）

【
そ
の
一
】
活
動
報
告

　
総
会
終
了
後
、
第
二
部
そ
の
一
と
し
て
、

池
田
事
務
局
次
長
お
よ
び
山
口
専
務
理
事
よ

り
活
動
報
告
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
池
田
事

務
局
員
か
ら
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
業
の
活
動
報

告
、
そ
し
て
山
口
専
務
理
事
か
ら
は
英
国
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
視
察
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

【
そ
の
二
】
古
賀
武
夫
会
長
講
演

　
地
球
倫
理
推
進
賞
贈
呈
式
の
記
念
講
演
の

時
に
使
わ
れ
た
ス
ラ
イ
ド
写
真
を
使
い
、
佐

賀
フ
ラ
ン
ス
研
究
会
時
代
か
ら
の
足
跡
と
現

在
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　「
古
賀
英
語
・
空
手
道
場
、
夢
の
学
校
を

つ
く
る
会
、
そ
し
て
地
球
市
民
の
会
の
活
動

を
す
べ
て
合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
が
、

こ
れ
は
こ
れ
か
ら
目
指
す
テ
ラ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
繋
が
っ
て
い
く
か
ら
で
す
」
と
の
前

置
き
の
後
、
地
球
市
民
の
会
の
活
動
の
み
な

ら
ず
、
古
賀
英
語
・
空
手
道
場
、
夢
の
学
校

を
つ
く
る
会
、
人
間
の
翼
関
連
事
業
そ
し
て

絵
本
『
い
の
ち
の
ま
つ
り
』
関
連
事
業
等
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、
平
野
喜
幸
理
事
か
ら
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
事
業
の
核
と
な
る
「
循
環
型
農
法
」
の
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
収
穫
す
る
た
め
に
化

学
肥
料
を
使
う
土
地
か
ら
収
奪
す
る
農
業
で

は
な
く
、
土
着
菌
・
堆
肥
を
用
い
た
循
環
型

農
業
、「
お
礼
肥
え
」
の
考
え
方
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
古
賀
会
長
に
よ
り
、
テ
ラ
・
ア

ピ
ー
ル
『
人
間
の
持
つ
べ
き
文
明
』（
一
九

九
二
年
発
表
）
の
文
言
が
分
か
り
や
す
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。

一
、「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
元
気
人
間
に
な
り
ま

し
ょ
う
。

二
、「
知
性
を
深
く
、
賢
く
、
使
う
文
明
人
」

と
な
り
ま
し
ょ
う
。



三
、
全
て
の
も
の
と
「
つ
な
が
っ
て
る
」
こ

と
を
自
覚
し
ま
し
ょ
う
。

四
、「
自
分
が
変
わ
れ
ば
、
世
界
が
変
わ
る
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

五
、「
誠
の
大
欲
」
を
持
つ
人
間
と
な
り
ま

し
ょ
う
。

私
た
ち
の
使
命
と
役
割
を
再
確
認
す
る
必
要

性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
会
員

の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
地
球
市
民
の
会
は
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

も
引
き
続
き
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

「（
社
）倫
理
研
究
所
地
球
倫
理
推
進
賞
　
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
」受
賞

及
び「
草
場
一
壽
氏
の
絵
本『
つ
な
が
っ
て
る
』出
版
記
念
」祝
賀
会

　
五
月
二
十
日
、
総
会
終
了
後
に
は
、「（
社
）

倫
理
研
究
所

地
球
倫
理
推
進
賞
　
文
部
科

学
大
臣
奨
励
賞
」
受
賞
お
よ
び
、
草
場
一
壽

氏
の
絵
本
第
二
弾
『
つ
な
が
っ
て
る
』
出
版

記
念
祝
賀
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
来
賓

の
方
々
の
ご
挨
拶
の
後
、
古
川
久
美
子
様
に

よ
る
絵
本
『
つ
な
が
っ
て
る
』
の
朗
読
。
続

い
て
絵
本
『
つ
な
が
っ
て
る
』
著
者
、
草
場

一
壽
様
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
作
『
い
の
ち
の
ま
つ
り
』
に
引
き
続
き
、

い
の
ち
の
つ
な
が
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
の

作
品
は
、
絵
本
と
し
て
は
異
例
と
も
い
え
る

十
万
部
を
突
破
し
た
前
作
同
様
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
球
市
民
の
会

会
員
の
皆
様
に
も
、
ぜ
ひ
手
に
と
っ
て
頂
き

た
い
一
冊
で
す
。
当
会
で
も
販
売
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
は
、
空
手
道
場
生
の
前
山
篤
志
君

と
古
賀
会
長
に
よ
る
真
剣
白
刃
捕
り
の
演
武
。

会
場
の
空
気
が
一
気
に
引
き
締
ま
り
、
見
る

者
を
魅
了
す
る
素
晴
ら
し
い
演
武
で
し
た
。

　
そ
し
て
次
は
、
ス
タ
ッ
フ
も
予
期
し
な
か

っ
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
。
こ
の
総
会
を
機
に
退
任

す
る
会
計
顧
問
の
吉
本
正
光
氏
、
専
務
理
事

の
山
口
久
臣
氏
、
そ
し
て
事
務
局
長

西
村

尚
子
氏
と
事
務
局
次
長

池
田
祥
規
氏
へ
の

花
束
贈
呈
の
セ
レ
モ
ニ
ー
。
四
名
の
皆
様
、

い
ま
ま
で
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
地
球
市
民
の
会
顧
問
で
あ
る
、

三
遊
亭
歌
之
介
師
匠
の
登
場
。
笑
い
満
載
な

が
ら
も
、
じ
ー
ん
と
く
る
。
い
の
ち
の
素
晴

ら
し
さ
も
伝
わ
っ
て
く
る
師
匠
の
お
噺
に
よ

り
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
佐
賀
有

明
会
長

江
口
康
子
様
よ
り
寄
付
金
の
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
寄
付
は
、
大
切
に
使

わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
乾
杯
は
、　
佐
賀
銀
行
会
長
指
山
弘
養
様
。

そ
し
て
地
球
市
民
の
会
東
京
会
長

有
澤
正

典
様
と
地
球
市
民
の
会
福
岡
会
長

増
田
誠

司
様
に
ス
ピ
ー
チ
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て

歓
談
へ
。

　
地
球
市
民
の
会
か
ら
、
佐
藤
昭
二
副
会
長

が
お
礼
を
述
べ
、
佐
賀
電
算
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
社
長

宮
地
大
治
様
の
万
歳
で
祝
賀

会
は
盛
会
の
内
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
総
合

司
会
は
、
八
田
工
作
所
代
表
取
締
役
社
長

八
田
康
博
様
。
軽
快
な
口
調
で
楽
し
く
ま
と

め
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
を
盛
り
上

げ
て
頂
い
た
関
係
者
の
皆
様
、
そ
し
て
ご
多

忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
祝
賀
会
に
ご
出
席
い

た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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光
り
輝
い
て
生
き
る
そ
の
人
は
言
い
ま
し
た
。「
こ

こ
に
は
何
も
な
い
、
じ
ゃ
な
い
。
自
分
が
い
る
ん

だ
、
と
言
え
る
だ
け
の
自
分
に
な
れ
。」
光
り
輝
く
、
そ
の
由
縁
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
人
と
、
そ
の
人
を
輝
か
す
ま
た
そ
の
人
た
ち
の
輝
く
姿

に
、
惹
か
れ
、
と
も
に
過
ご
し
、
泣
き
、
笑
っ
た
三
年
間
で
し
た
。
そ

し
て
中
心
に
は
、
常
に
『
感
動
』
が
あ
り
ま
し
た
。『
モ
ノ
』
が
横
行

す
る
現
代
に
、『
感
動
』
を
軸
に
し
た
人
生
は
、
初
め
は
誰
も
が
戸
惑

う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
『
常
識
』
を
頼
り
に
し
た
価
値
観
で

は
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
し
た

理
屈
抜
き
の
感
動
に
満
ち
溢
れ
た
感
覚
を
、
あ
た
た
め
、
育
て
、
世
に

広
め
る
、
そ
れ
が
地
球
市
民
の
会
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
を
通
し

て
皆
様
と
お
会
い
で
き
た
の
も
数
奇
な
必
然
で
あ
っ
た
と
、
こ
れ
ま
で

の
出
会
い
に
大
感
謝
し
な
が
ら
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
あ
ら
た
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
二
年
間
欧
州
に
留
学
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
先
も

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
は
じ
め
ま
し
て
！
　
今
秋
か
ら
新
し
く
ヤ
ン
ゴ

ン
調
整
員
と
な
る
杉
山
史
恵
で
す
！
今
回
、
素
晴

ら
し
い
ご
縁
を
頂
き
、
地
球
市
民
の
会
の
皆
様
と
共
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

　
今
回
は
皆
様
に
私
の
過
去
の
ヤ
ン
ゴ
ン
滞
在
に
お
け
る
踏
ん
だ
り
蹴

っ
た
り
の
、
で
も
、
楽
し
い
ヤ
ン
ゴ
ン
ア
パ
ー
ト
生
活
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
私
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
外
れ
に
家
賃
八
千
円
で
二
Ｄ
Ｋ
ほ
ど
を
借
り

て
お
り
ま
し
た
。
水
は
電
気
モ
ー
タ
ー
で
ア
パ
ー
ト
の
貯
水
タ
ン
ク
か

ら
引
き
上
げ
、
自
室
の
タ
ン
ク
に
溜
め
て
置
き
ま
す
。
当
時
、
ヤ
ン
ゴ

ン
は
隔
日
周
期
で
計
画
的
に
停
電
す
る
地
域
で
し
た
。（
今
で
も
ヤ
ン

ゴ
ン
市
内
の
電
気
事
情
は
最
悪
で
す
。）
当
初
は
「
電
気
が
な
い
こ
と

ぐ
ら
い
…
…
扇
風
機
が
使
え
な
く
て
も
発
汗
ダ
イ
エ
ッ
ト
！
」
と
気
楽

に
ア
パ
ー
ト
に
移
り
住
み
ま
し
た
が
、
ろ
う
そ
く
生
活
を
「
ロ
マ
ン
チ

ッ
ク
！
」
と
楽
し
め
る
キ
ャ
ン
プ
気
分
も
数
日
が
限
度
で
し
た
。

　
ま
ず
、
お
風
呂
が
な
い
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
水
浴
び
を
す
る
の
で
す

が
、
日
本
人
の
私
は
お
湯
を
使
い
た
い
、
で
も
電
気
が
な
い
、
よ
っ

て
、
炭
を
燃
料
に
七
輪
で
お
湯
を
沸
か
す
、
で
も
、
炭
で
火
を
起
こ

す
の
も
生
ま
れ
て
初
め
て
…
。
お
腹
が
空
い
た
、
よ
っ
て
、
ご
飯
を

　
三
月
二
十
二
日
、
ク
ー
キ
ャ
オ
校
で
卒
業
式
が
行
な
わ
れ
、
地
球
市
民
奨
学
金
で
支
援
し
て
い
る
中
学
生
六
十
名
、
高
校
生
二

十
五
名
合
わ
せ
て
八
十
五
名
の
生
徒
が
無
事
卒
業
し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
卒
業
と
い
う
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
の
は
彼
ら
自
身
の
努
力
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
タ
イ
の
中
で
も
最
も
平
均
所
得
の
低
い
東
北
部
で
頑
張
っ
て
い
る
子

供
た
ち
に
と
っ
て
、
日
本
の
里
親
さ
ん
か
ら
の
暖
か
い
ご
支
援
は
何
よ
り
の
支
え
で
あ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
は
、
地
球
市
民
の
会
に
来
る
前
に
、
六
年
間
ほ
ど
公
立
中
学
校
の
教
諭
を
し
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
半
分
、
三
年

間
は
三
年
生
の
所
属
で
あ
り
ま
し
た
が
、
自
身
が
担
任
を
し
た
、
あ
る
い
は
教
え
た
生
徒
た
ち
が
巣
立
つ
姿
を
見
る
の
は
特
別
な

思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
学
業
の
ひ
と
つ
の
節
目
を
終
え
、
新
た
な
時
代
を
担
う
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
生
徒
た
ち
が
卒
業
す
る
姿

に
、
感
動
と
希
望
を
覚
え
る
の
は
タ
イ
も
日
本
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
稗
貫
群
立
稗
貫
農
学
校
（
現
在
の
岩
手
県
立
花
巻
農
業
高
校
）
で
教
員
を
し
て
い
た
、
宮
沢
賢
治
は
「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」

と
題
し
、
次
の
詩
を
詠
み
ま
し
た
。



食
べ
た
い
、
で
も
電
気
が
な
い
、
炭
で
鍋
を
使
い
炊
飯
…
。
気
が
つ

い
た
ら
タ
ン
ク
に
水
が
な
い
、
よ
っ
て
、
水
を
自
分
の
タ
ン
ク
に
引

き
上
げ
た
い
、
で
も
停
電
、
水
切
れ
…
！
い
っ
た
い
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
？
ト
イ
レ
は
手
動
水
洗
（
自
分
で
桶
を
使
っ
て
流
す
ん
で
す
）、

水
が
な
け
れ
ば
ト
イ
レ
も
使
用
不
能
…
。
翌
朝
六
時
、
電
気
が
来
た
！

ア
パ
ー
ト
中
の
住
人
が
一
斉
に
モ
ー
タ
ー
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
！
　
ヒ

ュ
ー
ズ
ぶ
っ
飛
び
、
タ
ン
ク
故
障
…
。
修
理
に
丸
一
日
…
。
水
を
待

ち
焦
が
れ
る
毎
日
。

　
水
が
な
い
と
い
う
事
実
は
、
多
大
な
ス
ト
レ
ス
を
人
間
に
与
え
ま

す
。
物
理
的
な
困
難
は
対
処
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
精
神
的
に
非

常
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
の
で
す
。
水
は
や
は
り
人
間
に
と
っ
て
必
須
、

な
い
！
と
わ
か
る
と
動
物
と
し
て
の
本
能
が
脳
に
大
き
な
危
険
信
号

を
発
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
人
間
は
水
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
言
う
当
然
の
事
実
を
三
千
里
の
彼
方
の
地
で
三
十
路
を

越
え
て
、
よ
う
や
く
、
理
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
悪
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
停
電
中
に
、
ろ
う
そ
く

の
火
で
友
と
語
ら
い
、
暑
い
か
ら
外
で
夕
涼
み
を
し
な
が
ら
近
所
の

方
と
語
り
合
う
、
停
電
の
お
か
げ
で
築
け
た
絆
、
今
で
も
大
切
な
私

の
宝
で
す
。

こ
の
た
び
、
事
務
局
国
内
事
業
担
当
と
し
て
新
た

に
加
わ
り
ま
し
た
、
窪
川
と
申
し
ま
す
。
地
球
市

民
の
会
に
来
る
以
前
は
、
一
九
九
八
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
〇
年
三
月
ま

で
神
奈
川
県
横
浜
市
の
公
立
中
学
校
で
、
そ
の
後
一
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク

を
は
さ
ん
で
二
〇
〇
一
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
北
海
道
函

館
市
の
公
立
中
学
校
で
国
語
科
教
諭
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
を
中
心
に
発
展
途
上
国
・
地
域
の
学
校
を
見
て
回
っ
て
い
る
う
ち

に
、
途
上
国
の
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と
が
し
た

い
と
思
い
一
念
発
起
、
教
職
を
辞
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ウ
ー
ロ
ン

ゴ
ン
大
学
大
学
院
修
士
課
程
で
開
発
学
を
学
び
、
地
球
市
民
の
会
に
参

り
ま
し
た
。

　
地
球
市
民
の
会
で
は
、
国
内
事
業
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
は
会

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
皆
様
に
国
際
交
流
や
国
際
協
力
に
理
解
や
親
し

み
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
ず
、
奨
学
金
事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
良
い
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
佐
賀
の
学
校
教

育
・
生
涯
学
習
に
お
け
る
国
際
理
解
学
習
の
場
で
地
球
市
民
の
会
の
実

績
を
活
か
し
、
国
際
理
解
・
共
生
の
気
持
ち
を
広
め
、
深
め
ら
れ
る
よ

う
な
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
映
画
『
人
間
の

翼
』
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
あ
り
、
こ
の
作
品
を
多
く
の
方
々
に
観
て

頂
く
お
手
伝
い
が
出
来
る
の
も
嬉
し
い
限
り
で
す
。
地
球
市
民
の
会
で

は
や
り
た
い
仕
事
と
し
て
様
々
な
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
が
、
一
つ
一
つ

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
お
よ
び
関
係
者
の

皆
様
、
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
達
の
、
里
子
へ
の
支
援
が
、
や
が
て
や
っ
て
く
る
、
彼

ら
の
時
代
の
確
か
な
礎
に
な
れ
る
と
し
た
ら
、
嬉
し
い
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ご
支
援
頂
い
て
い
る
里
親
の
皆
様
に
感
謝
し
、
私
も
こ
の

奨
学
金
事
業
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。【

窪
川
】



球市民の会が四半世紀に渡って続けてきた、世
界平和と親善に貢献し、地域社会の向上に寄与

することを目的に、国際文化交流と国際協力事業を促
進してきた実績が認められ、この度第10回を数える「地
球倫理推進賞」ならびに「文部科学大臣奨励賞」が授
与されました。
　「地球倫理推進賞」は社団法人 倫理研究所が1998

年に設けた賞で、今回、記念すべき10回目に、地球市
民の会が受賞することとなりました。
　倫理研究所の提唱する「地球倫理」とは、「家庭か
ら、地域から、一人ひとりが立ち上がり、小さな実践
を積み重ねて、日本をひいては世界をよくしていこう
いう提案であり、広く仲間を募る活動」であり、環境、
教育、医療、文化等、各分野で広く生命環境の改善に
貢献している団体（または個人）を顕彰する賞として
設けられたのが「地球倫理推進賞」です。
今回、地球市民の会は、タイ・スリランカでの奨学金
事業に加え、ミャンマーでの一連の活動（村落開発・
農業技術指導・学校建設・研修センターの建設等）が
評価され、賞を受ける運びとなりました。

【授賞式】
第１部

　授賞式は、平成19年3月18日（日）13:30より、一
千人を収容する、パシフィコ横浜 会議センターメイ
ンホールにて盛大にとり行なわれました。歴代の受賞

者（団体・個人）の紹介そして倫理研究所の理事長で
ある丸山敏秋氏のあいさつの後、古賀会長・池田事務
局次長が登壇、地球倫理推進賞と副賞が授与されまし
た。そして、それに続いて文部科学省生涯学習政策局
社会教育課課長の平林正吉氏より、同省伊吹文明大臣
に代わって文部科学大臣奨励賞が手渡されました。

第２部
　第２部は、受賞団体代表として古賀武夫会長が「光
り輝いて生きる」と題し、記念講演を行ないました。
一千人の聴衆を前にして、完成したばかりの当会オリ
ジナル起き上がりこぼし「ヒーロー」の紹介にはじま
り、続いてスライド写真を使って「佐賀フランス研究
会」に始まる四半世紀に渡る「地球市民の会」「古賀
英語空手道場」「夢の学校をつくる会」等々のさまざ
まな活動の紹介をし、いつもの通り、笑い有りの楽し
い講演となりました。国際交流と国際協力にとどまら
ず、地域づくりや教育活動にまでおよぶ「地球市民運
動」を理解していただき、広めるための素晴らしい機
会になったことは間違いありません。

【祝賀会】
　祝賀会は、有澤正典氏、津川宏幹氏をはじめとする
地球市民の会東京の皆様に幹事としてご準備いただき、
中目黒の「大樽」で開催されました。40名を上回る出
席者があり、たいへんな盛会となりました。ご協力い
ただいた皆様、ありがとうございました。

地 

千人収容のホールでの授賞式および講演 笑いも交え、熱く語る古賀会長！



◆継続会員 
　ご継続ありがとうございます。 
【正会員】 
荒川　英勝・有澤　正典 
池田　　瑛・石井　訓志 
井上　信宏・今泉佳那子 
今泉　裕美・内田　　泰 
江口　陽子・大久保浩之 
岡本　勇一・音成日左男 
小原　健史・河原ひとみ 
川松　広栄・木原　奉文 
木村　方子・古賀　芳夫 
境野　正武・瀬戸　法子 
田中　清一・土井美智子 
成尾　雅貴・長澤　京子 
中西　和彦・永渕　　仁 
新田　八朗・二町　一成 
原　　康彦・原田　秀昭 
福田　祐子・藤井　秋廣 
藤原　克子・古川　　康 
古川こさと・松澤　幹治 
的野　生子・宮地　敏昭 
山崎みね子・吉田幾多朗 
吉村　典子・米谷　正勝 
【学生会員】 
林　　美希 
 
◆地球市民奨学金 
　ご継続ありがとうございます。 
【タイクーキャオ中学校】 
東　勇太郎・麻生　義之 
石井　義守・植月あつこ 
大霜　祐子・北村　直樹 
小園　文子・小林　弘明 
櫻井　淑康・佐藤　弘子 
志岐　洋子・田中　暁美 
寺井　勝雄・長澤　京子 
中村　裕英・林　　　礼 
原口　洋一・原田　直美 
平岡　修二・松尾　哲吾 
松谷　清志・森　美由紀 
【タイクーキャオ高校】 
東　勇太郎・里中　長治 
下村　照夫・杉光　省五 
辻本　清子・中島　元昭 
平野　良一・細貝　睦子 
松谷　清志・宮本　清造 
安川　義巳・吉井　英隆 
龍　　千秋 
【タイボーゲウ高校】 
東　勇太郎・石橋　弘子 
江崎サト子・北島起與子 
辻本　清子・福岡　資麿 
古川こさと・細貝　睦子 
松尾　隆弘・森永　邦子 
 
◆2007地球市民奨学金 
　これからよろしくお願い致します。 
【タイクーキャオ中学校】 
田中　涼子・武藤　　鼓 
蘭　　和子 
【タイクーキャオ高校】 
神山　秀美・松林久美子 
森田　由香 

【タイボーゲウ高校】 
岸川　　敬・岸川　尚美 
柳原　明子 
【スリランカシショダヤ奨学金】 
田口　フミ・西村　俊光 
 
◆書損じはがき・古切手　他 
　いつもありがとうございます。 
FLPジャパンリミテッド 
あ さ ひ 荘・麻生美矢子 
麻生　義之・安心院晶子 
五十嵐　恵・池田　　瑛 
伊藤　節子 
嘉瀬川ダム工事事務所 
家庭倫理の会　佐賀 
唐沢　利夫 
九州電力(株)佐賀支店 
草場　栄美・栗林　修士 
小石原和男・古賀　正也 
佐 賀 銀 行・佐藤さち子 
佐藤　弘子・末次　摂子 
杉本　善博 
つつみクリニック耳鼻咽喉科　河原 
土井敏弘 
中川副小学校JRC委員会 
野口　翔平・久富　文雄 
本願寺会館・的野　生子 
三田川市役所・山下　春香 
八田　熊雄・八田　康博 
読売新聞　佐賀営業所　西村 
 
◆寄付金 
　ご寄付ありがとうございます。 
【支援金】 
有澤　正典・中溝　澄子 
国際ソロプチミスト佐賀有明 
【ミャンマー竜巻支援金】 
麻生　義之・浦郷めぐみ 
遠城　道雄・大野　　勝 
大野　博之・く ぼ 薬 局 
栗林　修士・桑原　貞造 
迎　　康久・河野一郎他 
古賀英語・空手道場生徒 
古賀　武夫・小谷　博光 
坂井　邦夫・篠原　朋子 
柴田　知行・シ　ュ　エ 
城東中学校・杉本　義博 
高山　耕二・田代　正一 
田村　将策・多良　淳二 
富吉賢太郎・中尾清一郎 
中西　良孝・中溝　澄子 
中村　俊範・西村　　宰 
西村　一守・橋本　正則 
馬場　　勉・福井　　正 
福島　清人・福田　哲彦 
藤　　雅仁・枚田　邦宏 
前山　篤志・宮地　普工 
召古　裕士・森田　芳則 
森永　勝馬・山口　久臣 
山下　雄司・吉田　明弘 
TPA総会・祝賀会での募金者の方々 
【テラリング】 
北九州地球市民の会 



歴史、伝統、文化の継承と発展 

国語・英語＋2ヶ国語 
異文化理解・自己理解・
自己表現 

自他共栄・地球共感教育・
国際協力63-191-5000（この
数字は、地球上の 63億の
人口、191の国と地域、
5000の言語を意味します。） 

文武一道、大自然の理道、 
宗教性、心身・感性の練磨、平常心、
武の道は和の道 

医食農、環境、円相、循環無端、 
循環型共生社会（テラトピアの創造） 













８（日）　第30回　佐賀県空手道選手権大会

10（火）　新年度　英語スタート

11（水）　フランス語講座　開講

15（日）　百瀬詩緒子さん（WFPガンビア）来訪

18（水）　県総合看護学院保健学科　講義

　　　　（古賀先生）

21（土）　TPA理事会

　　　　道場・地球市民の会・夢の学校

　　　　合同歓送迎会

　　

１(火）・２(水)

　　　　高校生空手組手強化講習会

　　　　（県総合体育館剣道場）　

15（火）　宮崎県立泉ヶ丘高校講演（古賀先生）

19（土）　佐賀市立城東中学校PTA総会講演

　　　　（古賀先生）　　

23（水）　(社)全国私立学校給食協会定期総会

　　　　(古賀先生)

27(日)　佐賀県少年空手道大会

　　　　（市村記念体育館）

３(日)　佐賀県高校総体空手道大会

　　　　（市村記念体育館）

17（日）　佐賀県中学校空手道大会

　　　　(諸富町文化体育館)

　　　　佐賀県空手道連盟昇段審査会

18（月）　テラコンソーシアム会議

23（土）　ソロプチミスト　ユースフォーラム

　　　　英語道場生徒出場（ニューオータニ佐賀）

29（金）・30 (土)

　　　　昇級審査会

１（日）　佐賀市スポーツ少年団大会

10（火）　NHKBSハイビジョン　石丸進一再放送

　　　　（PM11:25～0:15）

14（土）・15（日）

　　　　九州高校総体空手道大会（熊本市総合体育館）

29（日）・30（月）

　　　　第33回全九州空手道選手権大会

　　　　吉村直記君出場（道場OB、日体大３年）

　　　　（大分県中津市体育センター）

28（土）　英語・空手保護者会（AM11:00～PM1:00）

　　　　於：古賀道場

５（日）　インターハイ空手道競技開会式

　　　　（市村記念体育館）

　　　　第7回全日本少年少女空手道選手権大会

　　　　梶山大地君（小４道場生）組手の部出場

　　　　（東京武道館）

６(月)～８（水)

　　　　インターハイ空手道大会

　　　　（市村記念体育館）

18（土)・19（日)

　　　　第43回和道流空手道連盟全国大会

　　　　（東京武道館）

26（日）　佐賀県スポーツ少年団空手道大会

　　　　（芦刈文化体育館）

15（土）～17（祝）

　　　　第6回日本マスターズ2007空手道競技会

　　　　（大津市皇子が丘体育館）





「豊かな地球を未来に・・・・ 
　　 ～子ども達と共に光り輝いて生きる～」 

テ ラ リ ン グ 活 動 紹 介  

　
全
国
の
地
球
市
民
の
会
の
皆
さ
ん
こ
ん
に

ち
は
、
地
球
市
民
の
会
ぎ
ふ
で
す
。「
ぎ
ふ
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
我
々
「
地
球
市
民
の
会
ぎ
ふ
」
は
今
年

九
月
で
設
立
十
年
目
を
迎
え
よ
う
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
は
「
ぎ
ふ
」
の
現
在
の
活
動
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
…
…
…
の
前

に
「
全
国
紹
介
」
の
第
一
号
に
選
出
を
頂
け

た
事
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
現
在
の
「
ぎ
ふ
」
は
、
そ
の
全
て
が
上
記

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
則
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

①
エ
コ
ラ
ン
ラ
リ
ー
、
②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
③
地
球
隊
ぎ
ふ
。
こ
れ
が
活
動
三
本
柱

で
す
。
そ
の
他
に
「
毎
年
恒
例
美
味
＆
爆
笑

新
年
会
」「
一
風
変
わ
っ
た
通
常
総
会
」「
や
っ

ぱ
り
美
味
な
忘
年
会
」
な
ど
を
行
い
、
明
る

く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

理
事
会
も
、
周
り
で
は
常
に
子
供
達
の
笑
い

声
が
響
い
て
い
る
中
で
の
会
議
で
す
。
そ
ん

な
地
球
市
民
の
会
ぎ
ふ
「
T
P
A
G
」
を
活

動
の
三
本
柱
を
中
心
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

　 
   

　
自
動
車
の
カ
タ
ロ
グ
に
書
か
れ
て
い
る
ガ

ソ
リ
ン
消
費
量
よ
り
、
ど
れ
だ
け
低
燃
費
で

運
転
で
き
る
か
を
競
う
エ
コ
ラ
ン
ラ
リ
ー
。

環
境
に
優
し
く
、
お
財
布
に
も
優
し
い
低
燃

費
運
転
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
、
と
我
が

T
P
A
ぎ
ふ
が
主
催
し
て
今
年
で
七
回
目

の
開
催
で
す
。
今
年
は
、
県
内
各
地
か
ら
七

台
、
二
十
七
人
が
参
加
し
、
約
一
三
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
コ
ー
ス
で
省
エ
ネ
運
転
の
技
を

競
い
合
い
ま
し
た
。 

　
晴
天
の
日
曜
日
、
岐
阜
市
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
ガ
ソ
リ
ン
を
満
タ
ン
に
し
、
ト
リ
ッ

プ
メ
ー
タ
ー
を
〇
に
し
て
い
ざ
出
発
。
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
を
高
め
に
し
た
り
、
エ
ア
コ
ン

を
切
っ
て
、
窓
も
閉
め
切
っ
て
空
気
抵
抗
を

減
ら
し
た
り
、
ア
ク
セ
ル
を
薄
〜
く
踏
む
た

め
に
靴
を
脱
い
で
運
転
し
た
り
…
…
。
基
本

は
、
の
ん
び
り
運
転
で
す
ね
。
お
昼
は
折
り

返
し
地
点
の
上
石
津
時
山
バ
ン
ガ
ロ
ー
で
、

恒
例
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。 

　
優
勝
者
は
、
家
族
で
参
加
の
内
山
さ
ん
、

愛
車
の
ス
テ
ッ
プ
ワ
ゴ
ン
で
カ
タ
ロ
グ
消
費

量
の
一
・
四
四
倍
、
燃
費
一
七

／

で
走

り
き
り
ま
し
た
。
優
勝
商
品
は
、
恒
例
の
会

員
か
お
り
姫
提
供
、
岐
阜
県
美
並
特
産
こ
し

ひ
か
り
。
ど
ん
じ
り
賞
は
、
石
け
ん
（
顔
洗
っ

て
出
直
し
て
こ
い
っ
て
こ
と
ら
し
い
）。
ま

た
、
今
年
は
、
参
加
賞
と
し
て
毎
日
エ
コ
ラ

ン
カ
ー
ド
（
燃
費
計
算
カ
ー
ド
）
を
配
り
ま

し
た
。 

                  

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
フ
リ
マ
四
人
娘

「
平
井
さ
ん
、
板
垣
さ
ん
、
岩
佐
さ
ん
、
尾

藤
さ
ん
」
に
井
川
さ
ん
が
加
わ
り
、
女
性
会

員
が
中
心
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
い
ま
す
。

商
品
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
ど
う
や
っ
て
私

た
ち
の
「
想
い
」
を
伝
え
る
か
が
課
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
店
開
き
で
き
る
よ
う
、

黒
い
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
中
に
は
、
地
球
隊
で

臨
時
構
成
さ
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
グ
ッ
ズ
買
い

出
し
班
（
班
長
・
森
幹
治
）
が
ヤ
ン
ゴ
ン
や

タ
ウ
ン
ジ
ー
で
交
渉
術
を
駆
使
し
て
購
入
し

て
き
た
様
々
な
物
が
常
に
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
片
手
に
各
地
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
で
売
り
子
を
し
ま

す
。
現
在
は
そ
の
収
益
金
の
一
〇
〇
パ
ー
セ

ン
ト
を
ク
エ
ル
ー
村
の
新
校
舎
の
建
設
補
助

資
金
と
し
て
お
り
、
昨
年
の
地
球
隊
で
村
に

お
渡
し
し
て
き
ま
し
た
。 

     

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
地
球
隊

ぎ
ふ
」
と
し
て
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
行
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
の
十
一
月
に
二
回
目
の
訪

緬
で
シ
ャ
ン
州
の
ク
エ
ル
ー
村
へ
行
き
ま
し

た
。
昨
年
の
第
二
回
目
は
「
ま
る
ご
と
一
日

体
験
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
村
に
は
二

泊
三
日
で
の
訪
問
で
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ａ
Ｇ
テ
ー

マ
「
子
供
達
の
明
る
い
未
来
の
為
」
に
則
り
、

小
学
校
の
新
校
舎
建
設
の
資
金
面
で
の
協
力

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
校
舎
も
ま
も
な

く
完
成
の
予
定
。
交
流
事
業
で
は
、
各
々
の

ス
テ
ィ
先
で
日
本
の
食
事
の
紹
介
や
、
僧
院

の
前
で
は
皆
で
大
鍋
を
使
っ
て
餅
料
理
な
ど

を
し
ま
し
た
。
味
は
「
美
味
し
い
！
」
と
言
っ

て
く
れ
て
い
ま
す
の
で
…
…
村
の
人
達
の
言

葉
を
信
じ
ま
し
ょ
う
。
昼
は
地
球
市
民
の
会

ミ
ャ
ン
マ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
部
を
見
学

し
、
大
野
P
M
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、

夜
は
「
今
に
も
降
っ
て
き
そ
う
な
」
満
天
の

星
空
に
感
動
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
森
会
長

オ
リ
ジ
ナ
ル
W
A
G
A
M
A
M
A
オ
プ
シ
ョ

ン
で
近
く
の
僧
院
に
用
意
さ
れ
た
船
に
乗
り
、

細
い
水
路
を
通
っ
て
イ
ン
レ
ー
湖
に
出
て
コ

テ
ー
ジ
風
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
今
回
の
旅
の

反
省
会
「
作
文
披
露
」
を
行
い
ま
す
。 

　
旅
の
最
後
に
は
ヤ
ン
ゴ
ン
へ
も
ど
り
、
ア

ウ
ン
サ
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
こ
こ
で
臨
時
編

成
さ
れ
た
フ
リ
マ
グ
ッ
ズ
買
出
班
に
よ
る
買

出
し
が
行
わ
れ
、
交
渉
術
を
駆
使
し
、
額
に

汗
を
か
き
な
が
ら
優
し
い
笑
顔
の
中
で
目
だ

け
が
笑
っ
て
い
な
い
買
物
を
す
る
、
お
か
し

な
日
本
人
達
の
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
今
年
も
八
月
に
「
地
球
隊
三
」
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
佐
賀
事
務
局
・
岐
阜
事
務
局
に

第
一
回
参
加
者
の
報
告
書
を
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
事
務
局
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
一

度
「
真
面
目
に
書
い
た
」
子
供
達
の
感
想
を

読
ん
で
あ
げ
て
下
さ
い
。 

　
現
在
は
経
験
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
生

か
し
て
こ
の
ツ
ア
ー
で
の
体
験
を
広
く
伝
え

る
事
の
意
味
を
理
解
し
行
動
に
移
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。 

 【
あ
と
が
き
】 

　
地
球
市
民
の
会
の
理
念
を
大
切
な
「
核
」

と
し
て
、
事
業
の
三
本
の
柱
を
中
心
に
、
未

来
あ
る
子
ど
も
達
と
共
に
地
球
市
民
の
会
ぎ

ふ
（
T
P
A
G
）
は
「
ふ
る
さ
と
岐
阜
」
の

地
で
活
動
し
て
ゆ
き
ま
す
。「
森
会
長
と
愉

快
な
仲
間
達
」
は
今
日
も
明
る
い
で
す
、
楽

し
い
で
す
、
元
気
で
す
。
そ
し
て
み
ん
な
笑

顔
で
す
。
そ
し
て
、
豊
か
な
地
球
を
未
来
に

…
…
〜
子
ど
も
達
と
共
に
光
り
輝
い
て
生
き

て
い
ま
す
。 

　
全
国
の
T
P
A
の
み
な
さ
ん
！
「
い
っ

ぺ
ん
ぎ
ふ
へ
あ
そ
び
に
O
N
S
A
I
」
ま
っ

と
る
で
ね
ぇ
〜
。 

地球市民の会ぎふ　大野　一明 

二
〇
〇
七
年
五
月
二
十
日  



　青年海外協力隊員としてエチオピア
で活動をしている、大神貴謙（オオガ
ミタカヨシ）です。この誌面を使って、
エチオピアで気付いたことや感じたこ
とをお伝えしようと思いますので、し
ばらくの間よろしくお願いします。
　さて、みなさんはエチオピアという
国がどんな国だかご存知ですか？おそ
らく、ローマ五輪と東京五輪のマラソ
ンを連覇した、“裸足のアベベ”をご
存知の方は多いと思うのですが、それ
以外となると馴染みが薄いのではない
かなと思います。ということで、今回
はエチオピアの全体的な紹介をしてみ
ようと思います。

　エチオピアは、アフリカ大陸北東の
“アフリカの角”と呼ばれる地域の一
帯を占める国です。アフリカというと、
暑いというイメージがあると思います
が、少なくともエチオピアはそのイメ
ージと合致する国ではありません。エ
チオピアの国土の3分の2は高地で占
められており、人口が多いのも高地な
のですが、その高地では最低気温が0

℃を下回るところまであります。首都
のアジスアベバも標高約2400ｍの場
所に位置するため、一年中秋のような
気候が続きます。日中の陽射しは強い
のですが、朝晩は本当に涼しいので、
下手をすると風邪を引いてしまいます。
少なくとも、旅行でエチオピアを訪れ
る場合は、強烈に暑い低地だけに行く
ことはないと思うので、羽織れる長袖
の衣類を一枚持っていくことをオスス
メします。

　文化的な面でも、一般的なアフリカ
のイメージとは一味も二味も違います。

エチオピアは、アフリカで唯一の、有
史以来独立を保っている国です。旧約
聖書にある、“シバの女王”と“ソロ
モン王”の伝説をご存知の方は多いと
思いますが、その息子である“メネリ
ク１世”から始まり、エチオピア帝国
は3000年も続いたのです。西暦1974

年に最後の皇帝“ハイレ・セラシエ”
がその座を追われた後、紆余曲折の末
に民主主義国家となったエチオピアで
すが、そんな経緯があり、独自の文化
や伝統が手付かずのまま残っています。
“ゴンダールの古城”、“アクスムのオ
ベリスク”、“ラリベラの岩窟教会”と
いった世界遺産は、その文化や伝統を
感じられる素晴らしいものなので、ぜ
ひ見に来ていただければと思います。

　そしてエチオピアは、コーヒーの原
産地でもあります。エチオピアの“カ
ファ地方”には、コーヒーの原種が今
なお存在しています。酸味が味わい深
い“モカ・コーヒー”のファンという
方もおられると思いますが、それはお

そらくエチオピア産です。日本でも美
味しいエチオピアのコーヒーですが、
現地で飲むコーヒーはもっと美味しい
ですよ。伝統にのっとったエチオピア
式の“コーヒー・セレモニー”でいた
だくも良し、かつてエチオピアに攻め
てきたイタリア由来のエスプレッソで
いただくも良し。紅茶とコーヒーをブ
レンドして飲む“シャイ・ブンナ・ス
プリス”も面白いですね。コーヒーを
楽しむ文化は、色々な形に進化しつつ、
エチオピアの人々の間にどっぷりと根
を下ろしています。

　日本ではソマリアとエチオピアの関
係がクローズアップされているのもあ
り、安全に関しては不安を抱く方もい
らっしゃると思います。しかし、エチ
オピア正教とイスラム教の人々が調和
を持って共存している都市部の治安は、
アフリカの中でも良好と言われ、私も
のんびりと日々の生活を送れています。
やはり一般的なアフリカのイメージと
は違って、エチオピアの人々は基本的
におとなしく、陽気なアフリカンライ
フを期待すると当てが外れますが、ち
ょうど良い距離感を保ってもらえるの
で、私のようにゆっくりと腰を据えて
仕事をしようとしている者には、非常
に過ごし易い国なのかもしれません。
そうそう、鼻筋の通った美人・美男子
が多いのも、アフリカ的ではない部分
ですね。他の国の協力隊員から羨まし
がられます。

　どうでしたか？ この紹介で、少し
でもエチオピアを身近に感じてもらえ
たら嬉しいです。
　次回は、私の住んでいる街である、
青ナイルの源流の“バハルダール”を
紹介したいと思います。

ゴンダールの古城より 行きつけのレストランの店員達 コーヒーセレモニー 

地球市民の会は、社団法人協力隊を育てる会と、協力隊員の活動の支援をしております。 

エチオピア 
 

エチオピア 
 

エチオピア 
 アベベを生んだ 

高原の国 

大神　貴謙 
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編
集記

後

三
名
も
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
が
去
り
ま
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
交
代
し
、
ま
た
、
新
た
な
ス
タ
ッ
フ
が
ミ
ャ
ン
マ

ー
に
向
か
い
ま
す
。
人
員
の
入
れ
替
わ
り
の
多
い
春
と
な
り
ま
し
た
。
私

も
赴
任
し
て
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
テ
ラ
の
編
集

を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
佐
賀
に
着
て
、
広
が
る
水
田
、
多
く
の
水
路
、
大
き
な
楠
、
風
情
あ
る
神
社
、
今
に

残
る
古
い
建
物
や
町
並
み
を
見
た
と
き
に
、「
あ
あ
、
こ
れ
ぞ
日
本
の
風
景
！
」
と
嬉
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
逆
に
、
佐
賀
の
方
に
と
っ
て
は
、
私
が
見
て
「
素
敵
だ
な
」

と
思
っ
た
風
景
は
、
あ
た
り
ま
え
す
ぎ
て
感
動
す
る
事
は
あ
ま
り
無
い
よ
う
で
す
。
身

近
に
あ
た
り
ま
え
に
あ
る
素
敵
な
も
の
、
大
切
な
も
の
の
存
在
に
、
私
達
は
つ
い
鈍
感

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
私
達
に
と
っ
て
、
あ
た
り
ま
え
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
大
切
な
こ
と
の
数
々
、
例

え
ば
、
毎
日
学
校
に
行
け
る
こ
と
、
今
日
明
日
食
べ
る
も
の
の
心
配
の
な
い
こ
と
、
住

む
所
の
心
配
の
な
い
こ
と
、
い
わ
れ
も
無
く
殺
さ
れ
た
り
危
害
を
加
え
ら
れ
た
り
す
る

心
配
の
無
い
こ
と
、
人
身
売
買
の
被
害
者
に
な
る
心
配
の
な
い
こ
と
等
々
。
残
念
な
が

ら
、
そ
の
よ
う
な
人
と
し
て
生
き
る
為
の
基
本
的
な
要
求
を
満
た
さ
れ
な
い
人
の
、
世

界
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
、
五
十
年
前
よ
り
増
え
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ

Ａ
は
、
会
員
の
皆
様
の
支
え
に
よ
り
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
支
援
す
る
活
動
も
い
た
し

て
お
り
ま
す
。 

　
私
達
が
生
き
る
為
に
必
要
な
大
切
な
も
の
は
、
タ
イ
東
北
部
の
中
高
生
に
と
っ
て
も
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
高
校
生
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方
々
に
と
っ
て
も
、
大

切
な
も
の
で
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆
様
と
共
に
、
国
を
越
え
て
交
流
・

協
力
の
輪
を
広
げ
て
行
く
活
動
が
で
き
ま
す
こ
と
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

2007年度 地球市民奨学金里親会員募集 
今年度も、タイ東北部ウドンタニ県にあるクーキャオウィッタヤ校
とカラシン県にあるボーゲウヤウミテープパッターナ校の中高生を
支援していただく里親を募集いたします。クーキャオ中学60名、クー
キャオ高校25名、ボーゲウ校は中高合わせて30名の定員です。今年
度は、3校ともまだまだ里親の数が足りていない状態です。皆様のご
支援を心よりお待ちいたしております。

佐賀日仏協会 2007年度行事のご案内 
　佐賀日仏協会とは：地球市民の会の前身「佐賀フランス研究会」（1976

～1980）、「佐賀日仏文化会館」（1980～1983）を経て、1985年に地球
市民の会内部組織として開設されました。佐賀の文化的開放を目指し、
フランスを中心とした欧州文化紹介として、これまでフランス語劇、
フランス映画鑑賞会、フランス語講座、フランス菓子教室、ヨーロッパ
環境視察ツアーなど多彩な活動を行ってきました。

■佐賀日仏協会及び関係団体の2007年度活動計画■
５月６日（日）　第一回理事会・総会
６月12日（火）　12:00～14:00　フランス大使との昼食会（佐賀市内）
７月４日（月）　第二回理事会（理事会は基本的に隔月で行います）
７月６日（金）　岩倉使節団写真パネル展
　～19日（木）　（佐賀県EU協会主催＠アバンセ）
７月６日（金）　佐賀県EU協会総会（駐日EU委員会大使来佐）
７月10日（火）　12:00～14:00

　　　　　　　フランス革命記念日（パリ祭）祝賀会（一般参加大歓迎！）
　　　　　　　＠エスプラッツ
11月19日（月）　アンドレ・ジャピー脊振山遭難（1936）記念日
12月　　　　　忘年会
2008年
１月　　　　　佐賀フランス研究会発足記念日（1976）
３月24日（月）　佐賀日仏文化会館　設立記念日（1980）




